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１ は じ め に

メカトロアイディアコンテストも今回で１９回目

を数えた。今大会は昨年度に引き続き全国大会に準

ずる大会で競技を行った。今大会の大きな特徴はコ

ントロール式ロボットと自立型ロボット２台で協力

して競技を行うということです。そのため昨年まで

と比べるとハードルを大きく上げた競技になりまし

た。また、昨年度までのトーナメント方式でなく、

全国大会に準じて、獲得得点により順位を決定する

方式を採用しました。全国大会が１０月ということ

もあり９月１９日（日）米沢工業高校体育館を会場

に開催された。１０校から１６チーム９１名が参加

し、多くの観客が見守る中、熱戦が繰り広げられた。 

 

２ 大 会 ま で の 流 れ  

① ５月１９日 第１回実行委員会 

大会の素案検討 

② ７月 ２日 第２回実行委員会 

競技ルールの検討 

  ③ ７月１０日 

     技術講習会の開催 

      場所：山形電波工業高等学校 

      講師：齋藤薫先生 

      内容：自立型ロボットの製作 

プログラム 

      参加者：生徒３１名、引率者１３名 

  ④ ８月３０日 第３回実行委員会 

     競技必携の確認、運営講習会 

  ⑤ ９月１８日 第４回実行委員会 

     姫・悪代官配置の決定 

引率者会議 

  ⑥ ９月１９日 

     米沢工業高等学校体育館において競技会

を開催 

 

３ 競 技 概 要  

「諸国を漫遊して悪代官を懲らしめ，姫を助け出

す水戸黄門の活躍」にあやかり，コース内を競技者

のコントロールを必要とせず自由自在に活躍する自

立型ロボットと，自立型ロボットの手助けをするリ

モコン型ロボットがコート内を移動し課題をクリア

しながら得点を重ねていく競技です。 

４ 実 施 概 要  

今回の競技は、 

・ 自立型ロボットのプログラムをどのように

構築するか。 

・ 姫（缶）をどのように判断しどのように取

り込むのか。 

・ 高低差がある諸国をいかに速く正確に位置

決めできるか。 

 

などが大きな課題となったように思えます。競技コ

ートを１つにし、得点で順位を決定する方式を採用

した。 

５ 県 大 会 結 果  

【競技優秀賞】 

 第１位 ＫＡＭＵＲＯ－０２ 

（新庄神室産業高等学校） 

 第２位 ドラえもん   （鶴岡工業高等学校） 

 第３位 ＭａｃＣＲ   （山形工業高等学校） 

【メカトロアイディア大賞】 

     ＫＡＭＵＲＯ－０２ 

（新庄神室産業高等学校） 

【アイディア賞】 

ドラえもん   （鶴岡工業高等学校） 

【ハイテック賞】 

     ＷＡＫＡＫＥ    （蔵王高等学校） 

競技優秀賞第１位『ＫＡＭＵＲＯ－０２』および第

２位『ドラえもん』の２チームが全国大会へ出場し

た。 

６ 全 国 大 会 結 果  

１０月１７日茨城県つくばカピオアリーナで開催

された。「第１８回全国高等学校ロボット競技会」

の結果は 

『ドラえもん』    （鶴岡工業）  ６５位 

『ＫＡＭＵＲＯ－０２』（新庄神室産業）７９位 

という結果でした。 



７ 大 会 を 振 り 返 っ て  

本年度は自立型ロボットの採用ということで各校

から講習会の要請があり、山形電波工業高校の齋藤

先生にハード、ソフト両面の講習会をして頂きまし

た。また、齋藤先生には講習会後も各高校に出向い

て頂き懇切丁寧に調整など指導して頂きましたこと

誠に有り難うございました。最後に、本大会を運営

するにあたり、実行委員、競技役員の先生方や生徒

諸君、ならびに関係各位のご協力を頂き誠にありが

とうございました。

          大会の様子                 実技講習会の様子 


